
施策内容
　豪雨災害が頻発・激甚化する中、県民の安全・安心を早期に確保するため、令和元年東日本
台風による被災箇所の早期復旧に加え、ハード・ソフト一体となった治水対策・土砂災害対策
を行うなど、再度災害の防止に向けた取組を推進します。

主な取組
（ハード対策）
○	 被災した河川・道路など公共土木施設等の早期復旧
○	 治水機能の向上に向けた改良復旧事業の推進
○	 堤防強化や堆積土除去等による防災・減災対策の推進

重点施策（1） 令和元年東日本台風による被災箇所の早期復旧と再度災害の防止

× 

巻堤【越水対策】

堤防腹付け【越水・漏水対策】

堤防補強（根固工）【浸食・洗掘対策】
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災害復旧状況（彦間川／佐野市）

防災・減災対策イメージ

改良復旧状況（荒川／那須烏山市）

被災時

復旧後
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（ソフト対策）
○	 浸水想定区域図の作成や土砂災害警戒区域の追加等によるハザードマップ整備支援
○	 地域防災力の向上に向けた各種防災訓練の実施
○	 水害や土砂災害の危険度をわかりやすく伝えるリアルタイム情報の充実
○	 災害発生に備えた資機材等の適切な配備・運用
○	 公共土木施設の復旧体制に関する国・市町・民間団体との情報共有の強化

成果指標

成果指標 現状値 目標値
令和元年東日本台風による河川の被災箇所※の復旧率 ０％（Ｒ１） 100％（Ｒ７）
堤防強化緊急対策プロジェクトの対策完了箇所数 ０箇所（Ｒ１） 600箇所（Ｒ７）

【土砂災害警戒区域（県作成）】 【ハザードマップ（市町作成）】

【浸水想定区域図（県作成）】

氾濫開始水位

危険水位

観測開始水位

ハザードマップ整備支援

危機管理型水位計・簡易型河川監視カメラ

排水ポンプ車（出典：国土交通省資料）

防災訓練（利根川水系連合・総合水防演習）

緊急速報メールを活用したプッシュ型配信

大規模災害時における公共土木施設の復旧体制に関する連携会議

※	 改良復旧事業を含む
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施策内容
　頻発・激甚化する豪雨災害から県民の「命」や「財産」はもとより、日々の「暮らし」や「生
業」を守るため、施設管理者による社会資本の計画的な整備に加え、流域全体のあらゆる関係
者との協働による流域治水対策を推進します。

主な取組
○	 洪水による被害を防ぐ河川整備の推進
○	 土砂災害による被害を防ぐ砂防施設の整備推進
○	 国・県・市町・企業・住民などが一体となって取り組む流域治水対策の推進
○	 ダムの洪水調節容量の確保に向けた事前放流の的確な実施

成果指標

成果指標 現状値 目標値
河川における優先整備区間の整備延長 47.7㎞（Ｒ２） 97.3㎞（Ｒ７）
土砂災害警戒区域内における重点整備箇所の対策完了箇所数 20箇所（Ｒ２） 40箇所（Ｒ７）

重点施策（2） あらゆる関係者との協働による流域治水対策

河川整備（武名瀬川／下野市） 河川整備（五行川・芳賀調節地／芳賀町）

砂防施設の整備（学校沢／鹿沼市） ダムの事前放流（塩原ダム／那須塩原市）
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みんなで取り組む“流域治水対策”

「流域治水」とは？

具体的な取組は？

　流域治水とは、河川などの整備を、より一層加速させるとともに、さらに集水域（雨水が河川に
流入するエリア）から氾濫域（河川等の氾濫により浸水が想定されるエリア）にわたる流域に関わ
る全員で水災害対策を行う考え方です。

●対策の３つの柱
　　①　氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
　　②　被害対象を減少させるための対策
　　③　被害の減少・早期復旧・復興のための対策

●流域治水のイメージ

全員で
水害対策！

堤防強化（河川管理者） 田んぼダム（市町等） 森林整備（県等）

（出典：国土交通省資料）

ハザードマップの作成
（市町）

（出典：宇都宮市資料）

住宅への貯留浸透施設の
整備（住民）
（出典：国土交通省資料）

浸水想定区域
避難方向
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